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はじめに

児童の学校不適応に聞する現状今日、学校現場では、いじめ、学級崩壊、不登校、そ

して問題行動など、いわゆる学校不適応と呼ばれる現象が問題となっており、その指導や

予防を効果的に進めていくための方策が求められている。こうした学校不適応の問題と、

今後求められる子どもの姿に共通して必要とされるのが社会性、対人関係の育成であろう。

学校不適応を示す子どもたちは、対人関係のつまずきを抱えることが多い。今後、子ども

たちに求められる課題も、協調的で自己表現を適切に行えること、言いかえれば適切な対

人関係能力、あるいはコミュニケーション能力を身につけることである(佐藤・相川，2009)。

コミュニケーション能力や自己肯定感の低下は、不登校やいじめなどの問題とも関連して

いる(佐賀県教育センター，2011)。

学校不適応は全ての発達の段階で起きる可能性があり、まず学級生活の中に楽しさや居

場所を見つけることが、課題解決の第一歩となる。学校不適応の問題は、子どもの社会的

スキルの欠如や不適切さに原因を求め、対人関係にかかわる社会的スキルからのアプロー

チが注目されている(佐藤・立元，1999)。つまり、不登校などの不適応行動を防ぐために

は、児童のよりよい人間関係の構築が重要であるということが指摘できる。

絵本の臨み聞かせの教育的効果児童に絵本の読み聞かせをおこなうことで、児童の人

間関係を豊かにする(松居，1973)、言語能力を高める(坂本，1974)、想像力を育む(佐々

木，1975)、絵本の読み聞かせが児童の疑似体験となり、他者の心情を理解できる(今井1994)、

集中力が高まる(桐回，2005)など、このように、さまざまな教育的効果が報告されている。

また、桐田 (2005)の研究からは、小学校での実践で、 AクラスのQ-Uアンケートの結

果から、学級生活不満足群の児童が46%、学級生活満足群の児童が26%のルールづくりが

課題であった学級に絵本の読み聞かせと構成的グループエンカウンターなどを行った結果、

学級生活不満足群の児童が19%に減少し、学級生活満足群の児童が42%と増え、学級にル

ールが確立し落ち着きがでたといった効果がみられている。
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本研究の目的 これまでのことを踏まえ、本実践研究の目的は、小学校通常学級におい

て学級不適応となる学級の課題を早期発見し、児童の実態に応じた絵本の読み聞かせと授

業実践を行い、その有効性を明らかにするとともに、児童の学級適応力を高めていくこと

とした。実践実習においては、 9歳の壁やギャングエイジといわれる学校不適応行動が目

立ち始める小学校 3年生を対象とし、行動観察やアンケート調査をもとにしながら、児童

の実態把握を行い、児童に適した絵本の読み聞かせと構成的グループエンカウンター

(SGE)・ソーシャルスキルトレーニング (SST) をつかった授業実践について検討する

こととする(図 1)。絵本の読み聞かせで児童の内面・心の教育を、そして、授業実践で適

応する力を育てていきたい。また、再度アンケート等を実施することによって児童の変容

を分析し、実践の有効性について探っていく。

暴力行為・いじめ・学級崩壊・不登校・問題行動などの学校不適応

絵本の読み聞かせ

図 1 実践研究の方向性

方法

対象児童.長崎市内X小学校 第 3学年 32名(男子 12名、女子 20名)

期間:20XX年 9 月 ~20XX年 12 月

1 児童の実態を把握し、実践研究の指導計画を立てる。

-児童の行動観察

. Q'Uアンケート

-児童が学級生活で必要とされるソーシヤルスキル尺度

2 絵本の読み聞かせ

・毎週月曜・火曜の朝読書の時間 (15分程)

3 授業実践

・構成的グループエンカウンター (SGE)計 4回

・ソーシャルスキルトレーニング (SST)計 1回

4 定着化

・構成的グループエンカウンター 15日間継続

実践実習

1 児童の実態把握

児童の行動観察学級全体は、とても明るく活発な児童が多く、学級全体の規律はきち

んと確立されており、教師の指示も通る。しかし、児童同士の関係はあまりよくなく男女

で批判し合う場面が見られる。女子は少人数のグループに分かれており、授業以外でグル

ープ以外の友達と遊ぶ姿はあまり見られない。
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Q-Uアンケートから見る実態把握
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図2 3年 1組の学級満足度尺度の分布

6 

図2は、児童が感じる学級生活の満足度を示している。学級の分布図は、たて型に近い

大きなななめ型タイプである。学級生活満足群の児童が 44%(14人)、非承認群の児童が

31% (10人)、侵害行為認知群の児童が 0%(0人)、学級生活不満足群の児童が 25%(8 

人)要支援群の児童が 1人という結果で、学級平均は「非承認群」で、ややかたさのみら

れる学級の結果となった。学級全体としては、ノレールの共有化はできているが一部の児童

はうまくルールがつかめていない。また、承認得点が低く、学級の中で認められていない

と感じる児童が半数以上で、認められていると感じている児童と感じていない児童の差が

大きい。このような結果から、学級生活満足群・学級生活不満足群それぞれにどのような

タイプの児童がいるのかを把握し、好ましい行動を取る子どもを確実にほめ、子どもを承

認し、児童の自尊感情を向上させることが必要であると分析した。

『学級生活で必要とされるソーシャルスキル尺度』から見る実態把握 児童の実態をより

詳しく把握するために、「学殺生活で必要とされるソーシャルスキル尺度J(河村，2001)を

実施した。

表 1 学級生活で必要とされるソーシヤノレスキノレ尺度 結果

平均点(5点満点)Iターゲットスキル

配慮のスキル I 3.4 I 許容的態度

かかわりのスキル I 3.0 I 感情表出

20XX年 10月実施

ターゲットスキルの選定として、児童のアンケートの結果と行動観察、担任の先生への

聴き取りの結果から、ソーシヤルスキルのターゲットスキルを「許容的態度」・「感情表出」

と選定した。

実践研究の指導計画 このような、児童の行動観察及び2つのアンケート結果による実

態把握をもとに、実践研究の大きなテーマを「承認J ~ r友人関係Jとし、次の 5つの実

践を行った。
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(1)児童へのかかわり

学級の児童を認める機会を増やし、児童同士で認め合う、児童が自分自身を認めること

ができるような言葉かけや個別の支援などを行う。学級生活満足群以外の児童には、積極

的にかかわりを深め、認める機会を増やしていく。また、友たちとのかかわり方や相手の

気持ちを考えるなどのソーシヤルスキル教育を個別に行う。

(2)絵本の読み聞かせ

「友達Jr承認」をテーマに絵本を選書する。必要に応じて感想を書かせ、児童の心情理解

に迫る。

(3)構成的グループエンカウンター

「感情表出Jr承認Jr自己受容」をテーマに授業を構成し、児童の学級適応力を育成する。

(4) ソーシャルスキルトレーニング

「許容的態度」をテーマに授業を構成し、日常の場面でも児童の行動に応じて SSTを個別

に行っていく。「許容的態度」については、児童の行動観察から、怒りをコントロールする

ことを苦手とする児童が多いため、「怒りの対処法」についての学習を行う。

(5)定着化

授業実践後、学級全体で構成的グループエンカウンターを継続して行い、児童の「承認」

を高め、自尊感情の向上を目指す。

2 朝の絵本の臨み聞かせ

表 2 絵本の読み聞かせリスト

まつくろネロノ ヤクーパとライオンI勇気 たかこ

とんことり ともだちやもんな ぼくら じぶんだけのいろ

フレデリック となりのせきのますだくん おかえりなさいスポッテイ

けんかのきもち 1 1ぴきのねことへんなねこ いいこってどんなこ?

ありがとうのきもち よーいどんけついっとうしよう おおきくなるっていうことは

にじいろのさかな まいごのどんぐり ないしょのおともだち

うごいちゃだめ! あのときすきになったよ ともだちひきとりや

ぜっこう だいじようぷだいじようぷ

児童が絵本の内容を聞いてどのようなことを感じているのかを知るために、「けんかのき

もちJrおおきくなるっていうことはJrぜっこう」の 3回、読み聞かせ後に感想を書かせ

た結果、さまざまな感想が見られた。

「けんかのきもち」感想

・けんかをした主人公の気持ちが分かつた。

.友達をもっと大切にしたいと思った。

-謝ること、仲直りすることが大切だと思った。

-自分の行動(友達とけんかをしたことがある)を振り返ることができた。等

自分の行動をふりかえり、主人公を自分と重ねて考えるなどの感想が多かった。
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「おおきくなるっていうことは」感想

.大きくなることを改めて知った。

-大きくなるっていうことは、大きくなるにつれてできなかったことができるようにな

ったり、嫌だったことが嫌じゃなくなること。

-大きくなることはすごく大事なこと。大切な絵本だと思った。

.自分も大きくなっているんだと思った。等

今の自分を認めること、成長することへの興味・関心の向上、成長の意味を知ったなど

のポジティプな感想が多かった。

「ぜっこう」感想

.友達をもっと大切にしたいと思った。

-友達とけんかした時を思い出しながら、自分の気持ちを振り返って聞いた。

・どろぼうも何か理由があったんだと思う。だけど人殺しは絶対に許せない。

・約束を破ったしょうたは悪いけど、ちゃんと謝ったからえらいと思った。等

自分の行動をふりかえり、友達を大切にしたいといった感想が多かった。

このような児童の感想から、児童は普段の自分の行動をふりかえりながら、読み聞かせ

を聞いていることが分かった。絵本がよいモデルとなり、改めて友達と喧嘩したときは謝

ることが大切であることに気付いたり、これからも友達を大切にしていきたいなどといっ

た今後の展望を述べていたりするなど、自分の普段の行動をふりかえることができていた。

児童は他の絵本の読み聞かせのときも自分と主人公を重ね合わせたり、自分の行動をふり

かえったり、絵本をモデルとして「これから~していきたい。」と決意していることが考え

られる。同時に「また読みたい」といった感想が多かったことや、その後、読み聞かせを

行った絵本を図書室で借りて読んでいる場面が多くみられたことから、児童への読書意欲

を喚起することができたと推測される。

S 捜果実蹟

表 3 授業実践の内容

回数 授業名 学級適応のためのスキル

1 アドジャン (SGE) 承認・他者理解・感情表出

2 自分への手紙 (SGE) 承認・自己理解・自己受容・他者理解

3 ありがとうの花 (SGE) 承認・他者理解・自己理解

4 怒りの対処法 (SST) 許容的態度

5 自分の長所をみつけよう (SGE) 承認・自己理解・自己受容・他者理解

実践研究のテーマの「承認Jr友人関係」をベースに、「承認Jr友人関係」の向上に関連

する内容やスキルの授業を実施した。全ての授業で共通したことは、友達の発表を聞くと

きは、「聞くポイントJ(相手を見る、うなずきながら聞く、相手の話しを否定しない)を

意識しながら聞くように指導を行った。

以下、各授業の児童の感想で多かった内容を挙げていく。
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児童の感想

「アドジャンJ

・友達のいいところがわかった。もっと仲良くしていきたい。

.友達をもっと大切にしようと思った。

・自分の話しをみんなが静かに聞いてくれたから嬉しかった。 等

「自分への手紙J

・できないことも毎日練習を重ねていけばできるようになると思った。

.友達のいいところを知ることができた。

-自分の成長に改めて気づくことができた。 等

「ありがとうの花J

-友達にはいいところがたくさんあることが分かった.

-友達は自分のことをよく見てくれているなと思った.ありがとうと思った。

・ありがとうの言葉は相手を笑顔にできる魔法の言葉。 等

「怒りの対処法J

-怒りの対処方法を初めて知った.教えてもらってよかった.

.今度怒りの対処法を挑戦したい。

-怒りの対処法を使って友達ともっと仲良くしていきたい。 等

「自分の長所をみつけよう」

児童の感想

<< 

l パ〈ノN ψで

以メ(弘ぷム!之ぺ

札A人ふ品川刺ニ

4?くぶ以J3h:1し

・みんなは自分のことをちゃんと見てくれているんだなと思った。

.これからも自分のいいところをみつけていきたい。

・自分にはいいところがたくさんあるんだと思った。

・これからも自分の長所を大切にしていきたい。長所を増やしていきたい。等
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4 定着化

肉書:毎日、学級の友達 (2人)の長所をカードに書き、書いたカードを本人に捜す。最

終的に学級の児童全員の長所を見つけることができる。友達の長所を見つけ、自分の長所

を友達に見つけてもらう活動である。

児童の様干:授業実践において「ありがとうの花J(第 3次)の授業を行った日から継続

して定着化を行ったため、児童はスムーズに活動を行うことができた。児童は、友達の長

所をよく見つけており、さまざまな表現でメッセージを書いていた。友達の長所だけでな

く、「自分も~さんのようになりたいJr.........さんは3年 1組で大切Jrこれからも仲良くし

てね」など相手を認める内容がとても多く見られた。花束を渡す時も「これからもよろし

くね。Jr今日~だったね。」なEの言葉が教室中に飛び交っていた。

htL空し、A

三ドへ':_¥，0 " 
セルt玄、二五.事
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図4 児童が書いたありがとうの花

結果

児童の行動観察 学級は全体的にリレーシヨンが確立され、男女で批判し合うような姿

はほとんど見られなくなり、対人関係のトラブノレも全体的に減少した。学習面では、担任

の先生の指導の工夫もあり、とても意欲的に発表する姿や、話し合い活動を行う姿が見ら

れた。気になる児童も学習への規律を守ることができ、休み時間と授業中との区別をつけ

ることができる児童が増えた。
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Q-Uアンケート学級満足度の分布の変容は以下の分布図の通りである。
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図5 3年 1組の学級満足度の分布図 比較

図5は、児童が感じる学級生活の満足度を示している。学級は全体的に非承認群で、や

やかたさのみられるタイプだったが、実践後、学級生活満足群の児童が 69%となり、全体

的に認めてもらっていると感じる児童が増え、学級全体も学級生活満足群となった。分布

図(図 5)を見ると、学級生活満足群の児童の数が増え (14名から 22名)、学殺生活不満

足群の児童の数も減少している (8名から 0名)。侵害行為認知群の児童は 4名に増えてい

るが、ほとんどの児童が全国平均の軸の近くに位置している。また、分布図(図的から

は、多くの児童にノレールの共有化ができている様子が伺える。

学級生活粛足群と学級生活満足群以外の児童の変化

表4 学級生活で必要とされるソーシヤノレスキル尺度 結果比較

平均点(実践前 10月) 平均点(実践後 12月)

E慮のスキル 3.4点 3.4点

かかわりのスキル 3.0点 3.2点

一方、ソーシヤルスキル尺度の結果からは、 10月と 12月では大きな変化は見られなか

った。しかし、これを実践前の Q-Uアンケートの結果と合わせ、検討を行った。まず、児

童を学級生活満足群と学級生活満足群以外の 2グループに分け、多重比較検定を行った(表

的。その結果、満足群以外のグループは承認得点が実践前よりも実践後において、 5%水

準で有意に上昇した。また、友人関係においても 1%水準で有意に上昇した。

次に、学級生活満足群と学級生活満足群以外の 2グループの実践前後の差を見たところ、

表6に示すように、承認においては、実践前、 2グループの聞に 1%水準で有意差が見ら

れたが、実践後、 5%水準の差が見られた。また、友人関係においても実践前は 2グルー

プの聞に 1%水準で有意差が見られたが、実践後では有意な差はみられなかった。このこ

とから、 2グループ聞の平均の差が縮まったと言える(図的。
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表 5 学級生活満足群と学級生活満足群以外の児童の変容 帥 :1%有意会 :5%有意

学級生活満足群

学級生活満足群以外

差

「承認」

25.00 

20.00 

15.00 

10.00 

5.00 

0.00 
実践前

承毘 友人聞係

実践前 実践後 判定

20.00 

14.61 

** 

実践後

20.64 

18.89 

* 
** 

『友人関係」

11.50 

11.00 

10.50 

10.00 

9.50 

9.00 

8.50 

実践前 実践後

11.21 

9.44 

** 

実践前

11.14 

10.56 

実践後

図 6 学級生活満足群と学級生活満足群以外の児童の変容

考察

判定

合

絵本の臨み聞かせ本実践研究において、まず、絵本の選書においては、友達に関する

内容や認める・認められる内容になっている絵本を遺書した。読み聞かせを継続して行っ

た結果、児童の感想から、自分の普段の行動をふりかえることができた、友達をもっと大

切にしたい、仲良くしたいなどといった感想が多く見られた。このことから、絵本は児童

にとってよいモデルとなり、今までの自分をふりかえり、これから自分も実践していこう

などと決意している様子が考えられる。その決意から、実際に友達に親切にし、児童同士、

認め合うことができたのではないかと推測される。

授業実践授業実践では、各授業において学級適応のためのスキルを設定し(表 3)、児

童の承認得点が向上するよう授業を実践した。その結果、「友達の長所を新たに発見できた。」

「もっと友達のことを知りたい、仲良くしたい。」などといった感想が多くみられた。この

ことから、児童は友達に認めてもらうことで学級の中で認められていると感じることがで

きたと考えられる。また、行動観察からも、授業中に自分と同じ共通点があると分かつた

友達と授業後に楽しそうに話しをする姿や、グループ以外の友達と一緒に遊ぶ姿などが多

く見られるようになるなど、対人関係における変化が見られた。 SSTの授業では、児童の

実態から「怒りの対処法」を行ったが、授業後、友達と喧嘩をした児童に怒りの対処法を

思い出してごらんと一言、助言すると、自分に合った対処法を実践する姿が日常の中で見

られるようになった。対人関係のスキルを学び実践する児童の姿から、児童の学級適応力

が育成されたことが推測される。
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定着化 「ありがとうの花束」を実施したことにより、児童は友達に認められていると

感じることが日常の中で増えたことや、友達の長所を積極的に見つけようと行動している

姿が多く見られたことから、児童の承認得点が上昇したことに関連していると言える。

このような行動観察・ 2つのアンケートの結果から、本実践のターゲットスキルである

「承認」と「友人関係」に重きをおいた取り組みが、特に学級生活満足群以外のグループ

において好ましい効果をもたらしたことが示唆される。

結歯

本実践研究は、児童の学級適応力を高めるための教育的介入を行った。児童の実態把握

として行動観察と 2つのアンケートを導入し、ターゲットスキルを「承認」と「友人関係」

とした。この 2つを今回の実践研究の大きなテーマとし、絵本の読み聞かせ、授業実践

(SGE' SST)、定着化、気になる児童への個別の支援を行った。その結果、 Q'Uアンケ

ートの結呆では、学級の平均が非承認群から、学級生活満足群へ良好に変化した。また、

実践後、学級生活満足群以外のグループの児童が「承認」と「友人関係」において有意に

上昇し、学級生活満足群のグループと学級生活満足群以外のグループの児童の差も有意に

縮まった。

このような児童の変容を見ることができたのは、児童の実態に応じた絵本を選書し、継

続した読み聞かせが児童の社会性の育成に効果を及ぼしたものと推察される。また、同時

に児童の学級適応力を高めるための授業実践、定着化も効果があったと考えられる。

本実践研究においての児童の実態に応じた絵本の読み聞かせと授業実践の融合は、児童

の学級適応力を高めるために有効であったといえる。
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